














図 1 FCR101 












図 3 FCR7000 
昨今は、更なる低線量化や検査効率の向上が期

















































図 4 FCR7501Sの外観 
 















































































図 8  合成前の画像 
 図 9 補正処理をせず合成した画像 































自体の大型化が必須になる。2014年に FUJIFILM DR 
CALNEO Smart(*3)を発売したが、そこで培った技
術を応用し、長尺撮影用 FPD の開発に取り組み、
2015年に FUJIFILM DR CALNEO GL1（*4）を発売し
た。図 13に外観を示す。本装置は図中左の FPDと
図中右の昇降型撮影台(*5)の組合せで構成される。





































図 14 立臥位撮影対応用 CALNEO GLの外観 
 
画質の観点では FPDの特長を生かし、低線量・














図 15 FCRと FPDの DQEの比較 
 3 FCRでの線量低減への取り組み 
小児の一般撮影においては、特に低線量・高画質
化が望まれている。ここでは、第 6世代である FCR 
PROFECTにて開発した技術を紹介する。 
3-1 FCRの高画質化技術 
 FCR PROFECTの IP両面集光技術 




























 図 16 CRの片面読取り方式 







































図 19 一般的な CNRの測定方法 
 
図 20 CNRの測定撮影実験の幾何学的配置 
 
 図 21 使用機器 
 


























図 23 アクリル厚に対する CNR値変化 
 




























































CR-IR 348 型 の付属品 
（認証番号 21300BZZ00064000） 










（届出番号：第 27B3X00066000022 号） 
製造販売業者 株式会社三協 
 
*6  立臥位撮影台： 
（販売名：電動式撮影台 FＭ-PＬ1）  
(届出番号：第11B2X00011000043 号 
製造販売業者 株式会社大林製作所 
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